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3.考 察 と 結 論
今回の調査対象者の各指標の得点は個人差が大きいので，個人としてまとめ，事例ごとに総括して
「追跡調査のまとめ」として記した。独居後期高齢女性の調査対象者の共通したまとめとしては，以
下のことが示唆された。
今回の調査対象者は，摂取カロリーが，第2報の対象者よりは低く，収入も低い人が多かった。今
回の人達も長年の住み慣れた土地を離れずに生活を送っていたが，孤独感や不安感を持った人が多く，
必ずしも明るく元気に規則正しい生活を送っていたわけではなかった。食事も自ら作って食べていた
人が多くいたが，栄養のバランスはとれていなかった人が多かった。
身辺の整理整頓は皆よく行っていた。家族の支援や近隣との交流がよく行われている人は少なく，
孤立的であった。子どもが近くに住んでいるといっても，その子ども達は親を気遣っていたわけでは
なかった。年金だけで収入の低い人もいたが，年金と夫の遺産で生活している人もいた。全ての人が
定期的にかかりつけ医を受診して自己の健康管理に注意を払っていたわけではなかった。自己の人生
を振り返り，肯定的に捉えようと努めている人もいたが，愚痴をこぼす人もいた。子どもとの同居を
好まないが，子どもに優しく接してもらいたいと希望する人が多かった。
後期高齢期を独居で生きるためには，基本的な生活ができる収入（年金その他）があること，独立
心が強く，食事に注意を払い栄養バランスがとれていて，家族の精神的な支援や地域の人達と交流が
あることが必要であると思われる。特に家族については，その精神的支援があることが望ましいと思
われた。そして後期高齢者が自己の人生を肯定的に受け止めるためには，子どもの精神的支援，少な
くとも優しく接することが必要であると思われた3,4,5）。
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